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■ 施工概要
５月連休、及び６月上旬に布設した鵜住居町仮設住宅への仮設配管に引き続き、平田地区にも1サイズ
小口径の「エスロハイパーＪＷ１００」が採用され当社も施行に協力。
施工は既設鋳鉄管から分岐して仕切弁を介してエスロハイパーＪＷ１００を接続、地上に立ち上げて
国道４５号線下を潜り抜け、階段脇の斜面を登り、国道４５号線歩道端に露出配管で１ｋｍ強の配管
を６月２１日から日曜日を除いて４日間で敷設。但し、２３日は昼過ぎで作業切り上げ。
国道沿いの配管では、ＥＦコントローラと発電機を各２台、軽トラックに積み、管端切削１名、管
挿入・クランプ２名、融着１名、クランプ解除・管固定１名の計５名で４７５ｍ／日で敷設。

釜石市鵜住居町の仮設住宅への仮設配水管として、配水用ポリエチレン管「エスロハイパーJW150」が
採用されているが、融着接合による一体管路形成や柔軟性を活かした生曲げなどの特徴を御評価戴き、
平田地区の仮設住宅への仮設配水管敷設にも「エスロハイパーJW100」が採用されました。

 ◆ エスロハイパー現場リポート35　「仮設住宅への仮設配水管敷設工事」

①陸付けでベンドとフランジ短管を接続

②側溝を下越しして道路脇に立ち上げ、露出配管で国道下トンネルに沿って横断

東日本大震災により被災された皆様に謹んでお見舞いを申し上げます。
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④国道４５号線歩道端布設ではＥＦコントローラ２台を軽トラックに積んで移動しながら、２箇所毎４分間隔で融着（通電は３分）

③階段脇の手摺に沿って斜面を露出配管、

５月、６月敷設の鵜住居町仮設住宅には入居が始まり、更に着工中の平田地区仮設住宅への
配水管敷設にも微力ながらお役に立てたのではないかと考えます。
積水化学は今後も被災地復興のため、震災復旧支援に全力で取り組んで参ります。

⑤国道４５号線脇に露出配管敷設

⑥国道４５号線法面を生曲げで下の道路に配管 ⑦仮設住宅前の道路Ｕ字側溝を下越しで配管


